
私立大学図書館協会西地区部会 
2012 年度第 1 回阪神地区協議会定期総会議事要録 

 

日時：2012 年 5 月 25 日（金）14：45～16：30 

会場：桃山学院大学 聖アンデレ館・図書館ホール 

出欠：出席校…47 校（52 名） 

   欠席校…24 校（内、委任状提出校 23 校） 

 

配布資料 

1. 私立大学図書館協会西地区部会 2012 年度第 1 回阪神地区協議会定期総会資料 

2. 私立大学図書館協会西地区部会 2012 年度第 1 回阪神地区協議会定期総会出席者名簿 

 3. 私立大学図書館協会西地区部会阪神地区協議会旅費支給規程（案） 

4. 大学図書館近畿イニシアティブ運営委員・専門委員選出輪番制度（案） 

  

議事に先立ち、桃山学院大学研究情報事務部長・山中一雄氏から開会の挨拶があった。 

 

議 事 

   議長選出まで、理事校である桃山学院大学附属図書館・竹島亮輔氏が議事を進めた。 

 

Ⅰ．議長選出 

   阪神地区協議会議長校当番順位（定期総会議長校ローテーション表）に基づき、神戸

常盤大学図書館・石川明子氏を議長に選出した。 

 

Ⅱ．報告事項 

   報告事項に先立ち、議長から、本日の出席校数及び委任状提出数が報告され、定期総

会が成立している旨宣言された。 

 

 １．阪神地区協議会報告 

    理事校から総会資料に沿って、次の各項目について報告があり、これを了承した。 

   １）阪神地区協議会会務報告 

    （1）加盟校数（2012 年 4 月 1 日現在）：72 校 

    （2）2012 年度役員校 

       ※理事校・桃山学院大学の委員が、川尻勝治氏から竹島亮輔氏に交代。 

    （3）2012 年度運営委員会委員 

 

  ２．西地区部会会務報告 

    理事校から総会資料に沿って、次の各項目について報告があり、これを了承した。 
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   １）西地区部会加盟校（2012 年 3 月 31 日現在） 

   ２）役員校・当番校ならびに研究会幹事校 

   ３）2012 年度西地区部会総会 

   ４）西地区部会研究会 

   ５）西地区部会役員会 

 

  ３．協会関係事項報告 

    理事校から総会資料に沿って、次の各項目について報告があり、これを了承した。 

   １）協会加盟校 

   ２）東西合同役員会 

   ３）協会賞審査委員会報告 

   ４）研究助成委員会報告 

   ５）国際図書館協力委員会報告 

   ６）協会ホームページ委員会報告 

   

  ４．協会関連事項報告 

    理事校から総会資料に沿って、次の各項目について報告があり、これを了承した。 

   １）国公私立大学図書館協力委員会 

   ２）大学図書館近畿イニシアティブ 

 

Ⅲ．協議事項 

  １．2011 年度決算(案)及び同監査報告について 

     総会資料に基づき、理事校（桃山学院大学・竹島氏）から阪神地区協議会決算報

告、前研究会幹事校（大阪女学院大学・河合氏）および現研究会幹事校（プール学

院大学・御手洗氏）から阪神地区研究会決算報告、前相互利用運営幹事校（関西国

際大学・薮本氏）から阪神地区相互利用運営活動決算報告、理事校（桃山学院大学・

竹島氏）から学習支援プロジェクト決算報告があり、最後に関西外国語大学・片山

氏から監査報告があった。 

    審議の結果、異議なくこれを承認した。 

 

  ２．2012 年度事業計画(案)について 

    理事校から総会資料に沿って、次の項目について説明があり、承認された。 

   １）阪神地区協議会定期総会の開催 

   ２）阪神地区協議会運営委員会 

   ３）阪神地区研究会活動 

   ４）相互利用運営活動 

   ５）学習支援プロジェクト 
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         なお、本総会において講演会が実施されなかったことの理由について質問があ

り、理事校から今後の運営委員会のマンパワーが一定でないことに鑑み、総会時

の講演会を慣例化することがないことを目的に、今年度は次回の総会のみ講演会

を実施することとしたとの説明があった。 

 

  ３．2012 年度予算(案)について 

        理事校から総会資料に基づき、2012 年度阪神地区協議会予算(案)について説明が

あり、審議の結果、以下 2 点を条件に承認された。 

・収入の部における 2012 年度の会費減額措置（単年度扱い）について、後日主旨説

明文を加盟全校に配付する。 

・支出の部における旅費の計上については、協議会活動会費収入額内とする。 

（西地区部会の交付金からは支出しない。） 

        また、私立大学図書館協会西地区部会阪神地区協議会旅費支給規程（案）につい

て理事校から資料に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

  ４．大学図書館近畿イニシアティブ運営委員および能力開発専門委員について 

     理事校から資料に基づき説明があり、以下 2 点を確認のうえ、次回の総会で再審議

（総会までに内容を全校に周知する）することとした。 

・運営委員の 1 館 2 名選出について、弾力的に対応が可能かどうかを近畿イニシア

ティブ事務局に確認する。 

・京都地区協議会に、近畿イニシアティブ委員の選出方法を確認する。 

 

  ５．分担保存委員について 

     理事校から、分担保存委員については、原則として運営委員（校）が分担保存委員

（校）を兼ねる（交代も可）ことについて説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

  ６．新規企画案について 

     理事校から、現運営委員会の活動状況に鑑みて、今年度における新規企画（西地区

部会の特別事業交付金の申請）は行わない旨の説明があり、審議の結果、これを承認

した。なお、質疑応答において出席校から西地区部会における講演会の録画 DVD 作

成の参考事例の紹介があった。 

 

７．その他 

  特になし 

 

Ⅳ．承合事項 

  神戸学院大学から以下の承合事項があり、個別にメール等で回答することとした。 
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・著作権に関して、図書に付属する AV 資料（CO-ROM、DVD 等）の取扱いを各館ではどのよ

うに対応されているのか現状をご教示ください。神戸学院大学での取扱いは以下の通りで

す。 

1 冊ずつ個別対応（著作権に関する文言について、図書・付属資料共に確認） 

実例 図書は帯出可だが、付属資料について貸出不可等の文言あり 

①目録 登録番号を 1 つ付与 → データ：帯出可 

装備担当者に指示要添付 

②装備 図書、付属資料に「付属資料は貸出禁止」のテプラ貼付 

③貸出 図書貸出時、付属資料はカウンター保管 

 

Ⅴ．確認事項 

１．2012 年度以降の役員校について 

総会資料（阪神地区協議会役員校輪番一覧）に基づき、確認した。 

 

２．2012 年度第 2 回阪神地区協議会定期総会議長校について 

    理事校から総会資料（定期総会議長校ローテーション表）に基づき、次回阪神地区 

協議会定期総会の議長は神戸薬科大学である旨の報告があり、これを確認した。 

 

３．2012 年度阪神地区協議会研究会幹事校について 

研究会幹事校（正）にプール学院大学、研究会幹事校（副）に神戸親和女子大学があ

たる旨の報告があり、これを確認した。 

 

４．2012 年度阪神地区協議会相互利用運営幹事校について 

相互利用運営幹事校に太成学院大学があたる旨の報告があり、これを確認した。 

 

Ⅵ．その他 

  特になし。 

 

 以上をもって議事を終了し、桃山学院大学附属図書館長・山本順一氏から閉会の挨拶があった。 

 

以 上 

 


